


ニッセイ緑の財団は全国207か所の“ニッセイの森”での森林づくりを行っています。
身近な自然に目を向ける活動の一環として、各学校オリジナルの「学校の木のしおり」と

“ニッセイの森”の間伐材を活用した「樹木名プレート」を寄贈します！

全国の学校関係者の皆様全国の学校関係者の皆様

学校の木のしおり・樹木名プレート学校の木のしおり・樹木名プレート

活用してみませんか？活用してみませんか？

お
問
い
合
わ
せ
先

公益財団法人ニッセイ緑の財団
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1－21－17 虎ノ門NNビル8階

☎ 電話番号
📠📠FAX
✉ アドレス

03-3501-9203
03-3501-5713
info@nissay-midori.jp 公式ホームページ InstagramFacebook

・学校にある樹木の中から8樹種を選定いただき
学校オリジナルのしおりを作成・送付致します。

・樹木の写真や解説は、当財団が無償で提供
させていただきます！（全校児童・生徒分の
送付が可能です！）

・学校の身近な樹木に触れることで、より学校も
自然も好きになること間違いなしです！

お申込みはコチラ ☞

ニッセイ緑の財団は全国207か所の“ニッセイの森”での森林づくりを行っています。
身近な自然に目を向ける活動の一環として、各学校オリジナルの「学校の木のしおり」と

“ニッセイの森”の間伐材を活用した「樹木名プレート」を寄贈します！

折りたたむと
本になります！

幼児向けのしおりも
ご用意しております

・ニッセイの森の間伐材を使用したプレートを
無償で提供させていただきます！

・自分で作成した樹木名プレートを設置すること
で、身近な自然への関心や探究的な学習意欲
を育むことができます。

・「理科」や「総合的な学習」、「生活科」等の
様々な場面で活用できます。
※樹木名プレートは上限50枚までとしております。

＼プレート作成見本／

ニッセイの森
植 樹 本 数

全国約200ヵ所
約138万本



トヨタ 白川郷

森の達人といく
ガイドウォーク
森の達人といく
ガイドウォーク
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特集の概要をご執筆頂いた吉村和就さんは、マスコ
ミにご出演・原稿執筆も多数されている方です。今回
の原稿執筆依頼をお引き受けいただけたのは、本当に
ありがたく嬉しい出来事でした。水ジャーナリストの橋
本淳司さんは、2021 年の市民のための環境公開講座
にご登壇頂いており、今回の特集にぜひ執筆頂きたい
と熱望し、依頼させていただきました。お二方とも、大
変お忙しい中ご快諾・ご執筆いただき本当に有難うご
ざいました。

地球上の生き物すべての生命の源である水。日々の
暮らしの中でも大切に関わっていきたいと思います。

文字数の関係で本編には乗り切らなかったエピ
ソードや執筆者とのやり取りで印象的だったことなど、
地球のこども編集チームが制作の裏側をちょっとだけ
紹介します。編集後記編集後記

地球のこどものバックナンバーを 
WEB でご覧いただけます。

https://www.jeef.or.jp/child/

ここ数年気になっていた「水」を特集で取り上げ

ました。水に関するトピックは本当に幅が広く、人の

暮らしに近いところに限定しました。今後、「川」や「海」

など違う切り口の水に関する特集を組んでみたいとこ

ろです。
実際、SC ジョンソンの事業で川や海のクリーンアッ

プを行っていますが、プラスチックごみの量は相変わ

らず多く、しかも回収しても廃棄するしかないものば

かり。大人が出したごみを子どもたちと回収するとい

う矛盾を感じつつ、せめてよい教育の機会になればと

探究の要素を入れながら取り組みを続けています。

鴨川 光

木村 佳葉

今回の「自然学校の台所」は、昨年 7 月個人的に参加したイベントで食べた浅子さんのごはんがきっかけです。富士山五合目で日の入りを眺めながらいただくジビエのビーフシチュー、美味しかったな～…。台所コーナーは今回で最終回になります。美味しいはもちろん、思わず『ほっこり』なエピソードもたくさん隠れている自然学校のお食事。ぜひそれぞれの美味しさとこだわりを味わいに、自然学校を訪れてみてくださいね。
そしてバングラデシュ事業報告のページに登場した新しい JEEF 職員・大塚さんのことも、これからよろしくお願いします！

こんにちは！ 今号から、編集チームに加わりました、木村佳葉と申します。よろしくお願いいたします。「地球のこども」をつくることに関わる中で、様々な地域でそれぞれの方が大切にしている想いに触れられることや、自然や文化や歴史に思いを馳せる時間を持てることをとても嬉しく思いつつ、作業をしておりました。
「水」というものは、とても身近で、そして、原体験の情景のあちこちにあらわれるような根源的な物なのだと思います。今回の特集、三和様にご執筆いただきました原稿の中の「みんな琵琶湖が大好きです。」のストレートな一言にしみじみと、心を打たれておりました。

垂水 恵美子

吹留 純子



CHILDREN OF THE EARTH

公益社団法人日本環境教育フォーラム ニュースレター
Japan Environmental Education Forum ：ＪＥＥＦ（ジーフ）

地球のこども 寄付・入会のご案内寄付・入会のご案内

誰ひとり取り残さない環境教育を 誰ひとり取り残さない環境教育を 
提供するために提供するために

寄付や会費の活用によって、身体的理由や経済的・地域的な理由
などで、これまで JEEF のプログラムに参加する機会のなかった方々
との出会いの場を増やしています。

現在 3 つのテーマを掲げて活動を推進しています。温かいご支援
をお願いいたします。

・ひとり親世帯、生活困窮世帯の子どもたち、障がいをもつ
子どもたちも参加できる自然体験の提供

・重い病気と闘う子どもたちに楽しい学びの機会を提供
・ストレス社会で日々頑張る大人のための癒しの機会を提供

エシカルパソコンを購入するエシカルパソコンを購入する
https://zeropc.jp/

「ピープルポート」が製造・販売す
る、環境負荷ゼロを目指すエシカルパ
ソコン「ZERO　PC」。廃棄されたパ
ソコンを修理・再生し、販売していま
す。製造過程で難民支援も行なって
います。売り上げの 3％（毎月 21 日
は 5％）が JEEF に寄付されます。

電力会社を切り替える電力会社を切り替える
https://hachidori-denryoku.jp/

環境に配慮した電気を提供する電
力サービス「ハチドリ電力」にすると、
電気使用料の 1％が JEEF に、さらに
1％が自然エネルギー発電所の基金に
支払われます。

JEEF のモンベルサポートカードで JEEF のモンベルサポートカードで 
買い物をする買い物をする

https://club.montbell.jp/aboutcard/other/
アウトドア総合ブランド「モンベル」

のモンベルクラブ（年会費 1,500 円）
に入会し、サポート団体として JEEF を
選択いただくと、JEEF サポートカード
をお作りいただけます。買い物時に提
示するとご自分への 5 ～ 9％ポイント付
与に加え、JEEF に 3％のポイントが付
与される仕組みです。
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X（旧witter） @NGO_JEEF
Instagram ngo_jeeffacebook

寄付についてのご相談は、 
お気軽に担当までご連絡ください 中野、加藤　　電話：03-5834-2897　　メール：kifu@jeef.or.jp寄付担当

寄付をする寄付をする
https://www.jeef.or.jp/joinus/#tab02

1 回だけ任意の金額を寄付する
クレジットカードまたは銀行・郵便局から、いつでも好きな金額でご
寄付いただけます。

 継続的に寄付する
クレジットカード決済で毎月一定額をご寄付いただけます。
JEEF は内閣府所管の公益法人です。JEEF へのご寄付は、確定申

告をいただくことによって、税制上の優遇措置を受けることができます。

会員になる会員になる
https://www.jeef.or.jp/joinus/

機関誌「地球のこども」年 2 回お届け、会員専用ページの記事配信、
JEEF 主催事業割引、会員メルマガの配信などの特典があります。

• 普通会員　年会費 6,000 円
• 学生会員　年会費 3,000 円
• 団体普通会員　年会費 20,000 円　入会金 10,000 円
• 賛助会員　年会費　一口 100,000 円

JEEF のウェブサイトの会員ページをご覧ください。
※ JEEF 会員の方にパスワードをお知らせしています。

こころ、からだ、そして地球が健やかになるようなヒントを会員の皆様に
お届けするべく、様 な々方にコラムを連載いただいています。
　2023年秋から2024年春まで　
• 秦 範子さん（都留文科大学（非常勤））
• 山田 健さん（サントリーホールディングス株式会社）
• 小澤 潤平さん（株式会社ノッツ）
• 多田 多恵子さん（植物分類学者）※ 11 月～隔月予定
4 本のコラムをお届けしています。

寄付月間（Giving  December）は、毎年 12月の一か月間「欲しい
未来へ、寄付を贈ろう。」を合言葉に行われる寄付啓発キャンペーン
です。JEEF はこの理念に賛同し、パートナーとして参加しています。

寄付月間（Giving  December）は、毎年 12月の一か月間「欲しい
未来へ、寄付を贈ろう。」を合言葉に行われる寄付啓発キャンペーン
です。JEEF はこの理念に賛同し、パートナーとして参加しています。


